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情報機器を活用した音楽科（鑑賞）の実践
明戸小学校 実践者 教諭 木村 績男

報告者 教諭 市川 武

１ 題材名 曲想を感じとろう 第５学年

歌唱「秋にさよなら」 鑑賞「 」 器楽「キリマンジャロ」アイネ クライネ ナハトムジーク

２ 単元の目標

、 。・曲想を感じ取って 想像豊かに聴いたり表情豊かに表現したりすることができるようにする

・作曲者について調べたり、鑑賞曲を演奏したりして曲想を感じとるとともに、自らの思いを

表現する楽しさを味わったりできるようにする。

・曲想や歌詞の内容を生かして、表現の仕方を工夫することができるようにする。

３ 情報機器活用の意図

本題材は、歌唱→鑑賞→器楽の三つの活動を通して「曲想を感じとる」ことをテーマ にしてい

る。歌唱や器楽では、楽譜通りに演奏することで、ある程度その曲の特徴をつかんで味わうこと

。 、 、 。ができる しかし 鑑賞は 聴いて感想を書くといった単調な活動に終始してしまうことが多い

そこで、本学習では、曲を聴いて感じることから一歩進んで、作曲者の他の作品を味わったり、

作曲者についてくわしく調べたり、さらに聴く活動から作曲へと発展させることで、音楽に対す

る興味・関心を高めたいと考えた。また、情報教育との関連を図り、機器を活用して、音楽を聴

いたり、調べたり、音楽ソフトを 使って作曲したりと活動の場を広げることで、児童の情報活用

能力の育成にもつながると考えた。

４ 実践の概要

（１）本時の目標

・曲想の変化を感じ取ったり、自分の思いを表現する活動に進んで取り組んでいる。

・言葉のイ メー ジに合うリズム やふしづくりを工夫している。

（２）学習の展開

学習内容と主な学習活動 教師の働きかけ（◆＝評価）

１ 既習曲 秋にさよなら を歌う ・言葉をていねいに歌うことで短調の感じが表現できる「 」 。

ようにする。

・楽譜（掲示用）によって、強弱記号や音符の違いを示

して曲想を表現できるようにする。

「 」 【 】（ ）２ 既習の ◆自分から進んで歌っている 口の開け方や表情 アアイネ クライネ ナハトムジーク 第３楽章

のＤＶＤを視聴する。 ・ＤＶＤを視聴したり、作曲者（ ）の写真を提示モーツァルト

することで、曲想を感じ取ったり、表現する活動に意

３ 本時の活動の確認をする。 欲的に取り組めるようにする。

モ ー ツァ ル ト についてたくさん調べて、きみもモ ーツ ァ ルト になろう！

（１）鑑賞曲をもとに、作曲者につ ・本時の課題を示すことで、目的をもって活動できるよ

いて調べたり、鑑賞曲を演奏し うにする。

。たり作曲したりする活動をする
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〈おもな学習活動〉

①モ ー ツァ ル ト について調べる ・モー ツ ァル ト について調べたことは、予め用意した鑑

・ 賞カー ドまたは、発表ソフト をつかって簡潔にまとめイ ンター ネ ット や資料を使って

② られるようにする 「発表めいじん」モ ー ツァ ル ト の他の作品を鑑賞する。 。

・ の 再生機能で ・予め 関連の を検索ペー ジに載せておくこノートパソコン モーツァルト ホームページCD

③鑑賞曲を自分で演奏する。 とで学習の効率化と精選化を図る。

・ノー ト パソ コ ンを活用し、それぞれにヘッドホ ー ンを

用意して、一人一人の興味関心により鑑賞できるよう

にする （６台分）。

・自らの興味、関心を高めるためにいくつか活動を組み

合わせてもよいことを知らせる （個に応じて）。

・作曲はコン ピュー タ の音楽ソフト や録音機能を活用し

て、感覚的に作曲できるようにする （ ）。 ボイスレコーダー機能

。 、 （ ）④言葉のイ メージ から作曲をする ・作曲を中心とするため 教科書を参考にして言葉 詞

・ 」を使って は予め用意しておくようにする。「キューブミュージック

・録音機能を使って ◆調べ活動や表現活動に進んで取り組んでいる

・自分の好きな楽器を使って 【児童の活動の様子から （ア ）】

◆言葉のイメ ー ジに合うリズム やふしづくりを工夫して

（２）それぞれ活動したことを記録 いる 【児童の作品づくりの活動の様子から （イ ）】

する。

・ はっぴょう」でまとめる。「

・学習カー ドにまとめる。

・作曲したものを保存する。

・鑑賞カー ドに感想を書く。

４ 本時の学習のまとめをする。

・調べたことや作曲したことでわ

かったことやがんばったことを ・目的をもって意欲的に活動していた児童を認め、賞賛

発表する。 する。

・次時はテー マごとに発表会をすることを伝え、学習意

欲が持続するようにする。

・次時の活動を聞く。

５ 成果と課題

○ＤＶＤ（全体）やノ ー ト パソ コ ンのＣＤプレ ー ヤー 機能（個別）を活用したことで、鑑賞の

手段が増え、子どもたちの学習意欲を高めることができた。

○パ ソコ ンのボ イ ス レ コー ダ ー 機能を使って、録音→再生を容易に行うことができた。

●課題別学習で行ったことで、個々の活動状況を把握しきれない面があった。また、まとめで

は、グル ープ 内の発表で終わってしまい、全体発表の時間をとることができなかった。

● とコ ンピュータ 室のオー ディオとを結ぶのに苦心した。今後、ＤＶＤのソポータブルプレーヤー（ＤＶＤ）

フト が増えることを考えると容易に再生→視聴できる環境がほしいと感じた。


